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一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
八
月
四
Ⅱ
、
ド
イ
ツ
人
医
師
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
（
囿
亘
一
一
石
岡
日
日
ぐ
目

の
】
①
す
。
］
。
」
『
①
①
‐
屋
霊
）
は
、
息
子
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
（
シ
］
①
恩
己
①
円

甸
邑
貝
ぐ
・
口
の
】
の
す
。
一
二
」
震
①
‐
』
①
］
』
）
を
伴
っ
て
、
一
一
一
○
年
ぶ
り
に
再
来

日
し
た
。
そ
の
数
ヵ
月
後
に
、
彼
は
長
崎
出
島
で
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所

を
創
設
し
た
が
、
こ
れ
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
道
の
研

究
者
に
よ
っ
て
少
な
か
ら
ず
発
表
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
眼
に
し
た

文
献
で
は
、
古
賀
十
二
郎
著
「
長
崎
洋
学
史
』
上
巻
長
崎
学
会
編

（
長
崎
文
献
社
昭
和
四
八
年
再
版
）
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
リ
ー
ン
の

論
文
「
シ
ー
ポ
ル
ト
と
日
本
の
開
国
一
八
四
三
’
一
八
九
乱
」
、
板

倉
雅
宣
の
詳
細
な
論
文
「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
に
み
る
長
崎
の
印
刷

法
政
史
学
第
七
十
一
号

は
じ
め
に

研
究
ノ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
－
し
た
出
島
オ
ー
フ
ン
ダ
印
刷
所

技
術
と
協
製
」
、
そ
れ
に
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ナ
ー
の
著
書
『
ヴ
ュ
ル
ッ

ブ
ル
グ
の
シ
ー
ポ
ル
ト
家
一
八
・
一
九
世
紀
の
学
者
一
鑓
』
な
ど
で

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
中
に
概
略
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
印
刷
事
業
の
開
始
は
分
か

る
と
し
て
も
、
印
刷
さ
れ
た
書
籍
の
状
況
や
印
刷
所
廃
業
ま
で
の
経

緯
に
関
し
て
は
、
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
な
お
取
り
残
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
諸
問
題
に

つ
い
て
、
『
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
ダ
イ
ン
家
所
蔵
シ
１
ボ

ル
ト
関
係
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
目
録
』
に
収
載
の
〈
シ
ー
ポ
ル

ト
自
筆
〉
「
私
の
手
で
出
島
に
開
設
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
」
房

二・・円且（の□①国冒：己的の凰嗅の農ｚ①ロ①Ｈ言ＱｍＳの冒昊肝卑．〈写
真
１
、
上
〉
に
関
連
す
る
印
刷
物
お
よ
び
関
係
の
書
簡
類
、
さ
ら
に

呉
秀
三
箸
「
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
』
乙
編
（
吐
鳳
堂

石
山
禎

六
八
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シ
ー
ポ
ル
ト
は
再
来
日
の
前
年
（
一
八
五
八
年
）
六
月
二
○
日

に
、
ボ
ン
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
秘
書
官
宛

に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
私
は
私
の
見
込
に
て
重
要
と

恩
ふ
著
述
の
出
版
・
石
版
術
・
印
刷
工
場
の
管
理
及
び
重
な
る
和
蘭

書
籍
商
と
外
国
商
人
と
の
取
引
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
ら
日
本
の
書
籍

（
５
）

貿
易
に
携
は
る
こ
と
に
努
力
致
」
（
「
出
島
爪
畦
蘭
語
文
書
ｚ
○
・
四
ｍ
」
）

と
述
べ
、
一
二
月
八
日
に
は
ボ
ン
、
マ
イ
ン
ッ
、
ス
ト
ウ
ッ
ト
ガ
ル

ト
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ラ
イ
デ
ン
の
各
都
市
か
ら
様
々
な
品
物
を

用
意
し
た
。
一
二
月
二
○
日
に
は
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
に
対
し
て
荷

物
の
計
算
書
を
送
り
、
事
務
手
続
を
済
ま
せ
、
引
続
き
一
一
一
月
三
一

日
に
は
印
刷
器
具
、
文
房
具
、
図
引
用
具
な
ど
を
送
付
（
「
出
島
爪

畦
藺
語
文
書
ｚ
・
甑
」
）
し
た
。
さ
ら
に
、
翌
年
（
一
八
五
九
年
）
二

月
一
一
一
日
に
は
、
同
会
社
理
事
ト
ラ
ク
ラ
ネ
ン
月
日
盲
目
①
ロ
（
生
没

年
不
詳
）
宛
に
、
日
本
へ
の
送
品
七
箱
の
内
容
を
報
告
し
、
そ
の
内

の
第
五
箱
に
「
印
刷
用
紙
・
書
書
用
紙
（
二
一
一
一
り
し
凡
）
及
び
日
本

大
正
一
五
年
）
に
見
ら
れ
る
史
料
、
そ
の
他
の
文
献
等
々
を
参
照
し

て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
文
中
に
あ
る
く
〉
内
の
記
述

は
、
筆
者
に
よ
る
注
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
川
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）

シ
ー
ボ
ル
ト
の
印
刷
事
業
準
備
と
印
刷
技
師
ゲ
・
イ
ン

デ
ル
マ
ウ
ル

タ
イ
プ

字
型
に
有
之
、
私
は
出
島
に
あ
る
印
刷
機
械
に
て
小
ぺ
こ
き
論
文
を

（
８
）

ほ
ゃ
出
版
致
候
積
に
御
座
候
」
（
「
出
島
爪
畦
藺
語
文
書
三
・
・
四
骨
）
と

（ｑ〉）

し
て
、
口
山
本
の
活
字
を
持
参
し
て
、
長
崎
出
島
で
出
版
印
刷
を
試
み

た
い
と
記
述
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
再
来
日
す
る
に
あ
た
り
、

自
ら
日
本
の
書
籍
貿
易
に
携
わ
り
、
日
本
に
お
い
て
印
刷
事
業
の
経

営
を
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

再
来
日
し
た
シ
ー
ポ
ル
ト
は
、
や
が
て
長
崎
滞
在
の
オ
ラ
ン
ダ
人

印
刷
技
師
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
（
⑦
．
日
口
の
目
］
目
①
巨
麗
］
‐
］
謡
⑫
）

と
出
会
い
、
日
ら
の
Ｈ
本
に
お
け
る
印
刷
事
業
の
経
営
と
書
籍
貿
易

に
つ
い
て
語
り
、
印
刷
工
お
よ
び
植
字
工
と
し
て
任
務
に
従
事
す
る

よ
う
要
請
し
た
□

ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
は
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
出
身
の
印
刷
技
師
で
家

業
は
印
刷
業
で
あ
っ
た
。
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
九
月
一
三
日
、

カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ケ
（
ヨ
「
・
］
・
○
四
三
の
［
国
三
の
ｍ
の
ご
く
目
【
呉
〔
①
□
且
【
①

』
の
』
①
‐
」
霊
①
）
を
長
と
す
る
海
軍
伝
習
所
第
一
一
次
教
官
一
行
に
看
護

長
（
病
人
の
ベ
ッ
ト
付
添
い
、
医
官
の
補
助
）
と
し
て
来
日
し
た
。

そ
の
際
に
新
活
版
印
刷
機
、
欧
文
活
字
、
イ
ン
キ
、
用
紙
な
ど
を
持

（
、
）

参
し
て
、
西
洋
式
の
印
刷
を
行
な
い
見
せ
て
い
る
。
彼
は
ル
ヨ
時
、
長

崎
で
は
早
業
活
版
師
と
い
わ
れ
、
印
刷
の
技
術
は
実
に
巧
み
で
あ
っ

た
。
そ
の
下
で
印
刷
の
伝
習
を
受
け
た
日
本
人
は
著
し
い
進
歩
を
見

（
、
）

せ
た
と
い
う
。
彼
は
一
八
五
九
年
一
二
月
一
口
川
ま
で
、
出
島
で
海
軍

六
九
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伝
習
所
の
一
員
で
あ
っ
た
が
、
退
任
前
の
一
○
月
三
○
日
に
シ
ー
ポ

ル
ト
の
下
で
印
刷
技
師
と
し
て
従
事
す
る
契
約
を
交
わ
し
た
。
そ
の

契
約
文
書
は
「
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
家
所
蔵
シ
ー
ポ

ル
ト
関
係
文
書
」
の
中
に
、
「
シ
ー
ポ
ル
ト
と
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ

ル
と
の
合
意
文
書
」
（
原
文
は
手
稿
の
闘
勉
）
〈
写
真
２
、
下
〉
と
し

て
現
存
す
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
下
記
署
名
著
た
る
私
〈
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
〉
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ァ

に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
の
看
護
人
と
し
て
の
任
務
を
解
か
れ
た

後
、
自
ら
進
ん
で
同
地
か
ら
日
本
へ
戻
り
、
下
記
に
署
名
し
た
ヨ
ン

ク
ヘ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の

下
で
、
出
島
ま
た
は
別
の
地
で
活
版
印
刷
機
を
使
い
印
刷
工
、
植
字

工
と
し
て
、
以
下
の
条
件
で
任
務
に
従
事
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を

宣
言
す
る
。

「
出
島
に
到
着
し
た
最
初
の
日
か
ら
二
年
間
ま
た
は
そ
れ
以
上
の

期
間
に
従
事
す
る
こ
と
。
（
両
者
の
契
約
が
終
わ
る
一
年
前
に
、

契
約
が
一
年
後
に
終
わ
る
こ
と
を
確
認
し
合
う
こ
と
を
条
件
に
し

た
場
合
）
ま
た
上
記
の
任
務
と
そ
れ
に
関
す
る
す
べ
て
の
任
務
、

そ
し
て
こ
の
事
業
が
要
求
す
る
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
約
束
す

る
。

二
、
出
島
到
着
の
日
か
ら
毎
月
一
五
○
ギ
ル
ダ
ー
の
署
名
付
き
支
払

い
が
な
さ
れ
る
こ
と
。
支
払
い
方
法
は
オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
政
府

法
政
史
学
第
七
十
一
号

が
ヨ
ン
ク
ヘ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー

ボ
ル
ト
の
請
求
額
を
支
払
う
の
と
同
じ
形
で
行
な
わ
れ
る
。

三
、
オ
ラ
ン
ダ
弁
務
官
〈
ヤ
ン
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ン
ヶ
ル
・
ク

ル
テ
ィ
ウ
ス
］
目
四
目
＆
丙
己
○
二
①
Ｒ
ｎ
ロ
旦
冒
の
］
⑭
』
山
‐
』
、
「
①
〉
が
決

め
る
と
こ
ろ
の
家
屋
に
住
む
こ
と
。

四
、
最
後
に
政
府
〈
オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
政
府
〉
か
ら
署
名
を
受
け

た
者
の
仲
介
を
受
け
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
日
本
へ
の
船
賃
を
無
料

で
通
航
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
母
国
へ
の
長
い
航
海

の
た
め
に
二
○
○
ギ
ル
ダ
ー
が
支
払
わ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

今
、
合
意
し
た
任
務
の
年
月
を
考
慮
し
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
援
助

を
差
し
伸
べ
る
よ
う
取
り
計
ら
う
こ
と
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
オ

ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
政
府
へ
提
案
し
た
。

〈
署
名
〉
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル

〈
署
名
〉
ヨ
ン
ク
ヘ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・

シ
ー
ポ
ル
ト

一
八
五
九
年
一
○
月
三
○
日

こ
の
合
意
文
書
に
よ
る
と
、
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
は
看
護
長
の

任
務
が
終
了
し
た
後
、
出
島
で
二
年
間
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
期
間
、

シ
ー
ポ
ル
ト
の
下
で
印
刷
工
、
植
字
工
と
し
て
任
務
に
従
事
す
る
こ

と
。
毎
月
一
五
○
ギ
ル
ダ
ー
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
。
オ
ラ
ン
ダ
弁
務

官
の
決
め
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
家
屋
に
住
む
こ
と
。
バ
タ
ヴ
ィ
ァ
か
ら

七
○
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日
本
へ
の
船
賃
は
無
料
で
通
航
で
き
る
こ
と
。
帰
国
に
際
し
て
は
、
を
受
領
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
同
年
七
月
二
五
Ⅱ

長
い
航
海
の
た
め
に
二
○
○
ギ
ル
ダ
ー
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
な
ど
の
に
囚
、
○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
、
八
月
二
七
日
に
三
、
○
○
○
ギ
ル

Ⅲ
項
Ⅲ
が
決
め
ら
れ
た
。

グ
ー
、
そ
し
て
六
一
年
一
月
二
五
日
に
一
、
○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
で
あ

こ
の
合
意
文
書
が
交
わ
さ
れ
た
同
じ
日
に
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
オ
ラ
る
。
彼
は
出
島
で
八
、
○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
を
受
け
取
っ
た
。
こ
の
前

ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
総
督
チ
ャ
ー
ル
ス
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
パ
貸
金
の
返
済
は
、
六
三
年
一
月
二
六
日
か
ら
四
月
二
六
日
ま
で
の
期

ユ
ゥ
（
ｅ
胃
］
の
印
甸
の
目
目
且
勺
昌
員
屋
ｇ
‐
屋
畠
）
宛
に
、
印
刷
事
間
に
支
払
う
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
総
領
事
デ
・
ウ
ィ
ッ
ト

業
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
財
政
的
援
助
を
要
求
す
る
書
簡
を
送
っ
ｓ
・
【
・
吊
三
茸
・
生
没
年
不
詳
）
は
、
当
面
シ
ー
ポ
ル
ト
に
川
島
に

た
。
翌
年
一
月
二
六
日
付
第
六
号
オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
政
府
の
決
定
お
け
る
印
刷
事
業
を
委
ね
る
こ
と
に
し
た
。

に
よ
っ
て
、
出
島
の
印
刷
事
業
の
開
設
と
維
持
の
た
め
に
、
無
利
子

二
シ
ー
ボ
ル
ト
の
印
刷
事
業
開
始

で
前
貸
金
と
し
て
一
○
、
○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
を
受
け
取
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
彼
は
ま
た
、
二
年
間
、
毎
年
四
、
○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
’
八
五
七
年
（
安
政
四
）
’
二
月
、
長
崎
西
役
所
に
あ
っ
た
活
字

板
摺
立
所
は
、
江
戸
川
の
五
カ
所
宿
老
会
所
に
移
さ

舜
塞
露
蓉
露
種
説

〆
彪
１

》
窺
蠣
蛎
鯛
水
窪
鰹
繩
舩
艀
艫

蒐
穆
真
写

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）

５
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法
政
史
学
第
七
十
百
万

（
ｕ
）

つ
で
あ
る
。
そ
の
出
島
版
の
変
遷
の
跡
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
他
の

研
究
者
に
よ
っ
て
詳
細
な
耐
熱
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

一
八
六
○
年
（
万
延
元
）
一
月
一
○
日
（
旧
一
一
一
月
一
八
日
）
、

シ
ー
ポ
ル
ト
は
不
運
に
も
仮
住
居
の
本
蓮
寺
一
乗
院
寝
室
で
発
生
し

（
略
）

た
火
災
で
火
傷
を
負
い
、
下
旬
ま
で
重
体
で
病
床
に
つ
い
た
。
こ
の

た
め
、
本
来
の
任
務
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
の
業
務
や
学
術
研

究
、
ま
た
自
ら
の
印
刷
事
業
の
開
設
も
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

火
傷
の
傷
が
癒
え
る
と
、
再
び
多
方
面
に
わ
た
る
活
動
の
分
野
に
着

手
し
た
。

古
賀
十
二
郎
の
著
述
に
よ
れ
ば
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
印
刷
事
業
に
関

わ
る
資
料
と
し
て
、
東
京
の
日
独
文
化
協
会
が
ベ
ル
リ
ン
の
Ⅱ
本
協

会
よ
り
借
入
れ
た
シ
ー
ポ
ル
ト
関
係
文
献
の
中
の
「
万
延
元
年
庚
中

年
六
月
廿
七
日
附
、
長
崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
よ
り
長
崎
駐
在
の
オ
ラ

ン
ダ
総
領
事
デ
・
ウ
ィ
ッ
ト
宛
の
書
簡
と
同
年
同
月
同
日
附
の
岡
部

（
Ⅳ
）

駿
河
守
よ
り
シ
ー
ポ
ル
ト
宛
の
書
簡
」
の
二
通
を
取
り
上
げ
紹
介
し

（
旧
）

て
い
る
。

（
こ
の
書
簡

六
月
九
日
附
く
一
八
六
○
年
七
月
二
六
日
〉
二
而
、
シ
ー
ポ

ル
ト
活
版
所
丼
住
居
向
取
建
候
入
費
と
し
て
、
ド
ル
ラ
ル
引
換

替
方
申
立
候
一
一
付
、
其
許
一
覧
附
之
上
、
被
差
出
候
書
面
之
趣

披
閲
い
た
し
候
。
無
拠
筋
一
一
は
、
机
聞
候
得
共
、
普
請
為
入
用

引
替
候
儀
は
、
外
国
々
よ
り
滞
在
い
た
し
居
候
士
官
之
向
江
も

差
響
候
事
故
、
難
承
届
候
。
乍
併
兼
而
及
通
達
候
通
、
其
許
役

所
用
と
し
て
、
一
ヶ
月
ド
ル
ラ
ル
千
枚
宛
引
替
候
高
之
壱
分
銀

は
備
置
候
間
、
此
方
之
内
を
以
其
許
よ
り
シ
ー
ポ
ル
ト
江
振
向

ケ
遣
候
様
被
致
候
ハ
ヘ
、
都
合
一
一
可
相
成
哉
被
存
候
二
付
、
右

等
同
人
よ
り
相
談
及
候
様
申
遣
置
候
。
依
之
此
段
折
今
方
一
一
叩

進
候
謹
言

万
廷
元
年
〈
一
八
六
○
年
〉

岡
部
駿
河
守

六
月
廿
七
日
〈
八
月
一
三
日
〉

い
・
か
・
て
・
ゐ
つ
と
君

（
二
）
の
書
簡

活
版
所
沖
住
居
向
被
取
建
候
入
費
銀
引
替
之
儀
、
此
程
巾
被

申
聞
候
趣
は
、
無
餘
義
筋
二
存
候
得
共
、
外
々
響
合
も
有
之
候

一
一
付
、
今
般
別
紙
之
通
、
貴
国
コ
ン
シ
ュ
ル
、
ヘ
ネ
ラ
ー
ル
江

掛
合
候
間
、
尚
又
其
許
よ
り
同
人
江
被
折
今
候
方
可
然
哉
被
存

候
。
依
之
別
紙
掛
合
書
写
机
添
、
此
段
巾
進
候
不
具
。

刀
延
元
年

岡
部
駿
河
守
花
押

六
月
廿
七
日

よ
ん
く
へ
る
．
は
ん
・
し
い
ほ
る
と
君

こ
れ
ら
書
簡
に
つ
い
て
、
古
賀
十
二
郎
は
著
述
で
「
シ
ー
ポ
ル
ト

が
印
刷
所
並
に
住
居
取
建
の
件
に
就
い
て
、
六
Ⅱ
九
日
附
書
面
を
以

七
二
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て
、
入
費
と
し
て
ド
ル
取
替
の
件
を
、
長
崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
へ
交

渉
し
た
結
果
、
奉
行
岡
部
氏
は
、
役
所
用
と
し
て
一
ヶ
月
千
ド
ル

づ
、
引
替
の
件
を
承
諾
し
、
右
額
だ
け
壱
分
銀
を
備
置
く
所
を
通
告

し
、
な
お
普
請
入
用
と
し
て
引
替
の
件
は
、
他
に
差
饗
が
あ
る
と
云

ふ
理
由
で
、
此
儀
は
承
届
難
し
と
、
六
月
廿
七
Ⅱ
附
の
書
翰
を
以

て
、
回
答
に
及
ん
だ
事
が
分
か
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
役
所
と
あ

る
の
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
印
刷
所
を
意
味
す
る
や
う
で
あ
る
。
シ
ー

ポ
ル
ト
は
、
自
己
の
印
刷
所
と
し
て
、
出
島
阿
蘭
陀
印
刷
所
を
借
受

け
、
其
傍
に
、
己
の
住
宅
を
建
つ
る
と
云
ふ
老
へ
が
あ
っ
た
や
う
に

も
恩
は
れ
る
。
要
す
る
に
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
活
版
所
を
経
営
す
る
意

｛
⑲
）

士
心
を
も
っ
て
ゐ
た
事
だ
け
は
、
明
瞭
で
あ
る
」
と
考
察
し
て
い
る
。

八
月
（
Ⅲ
六
Ⅱ
）
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
出
島
の
印
刷
所
を
辞
任
し
た

蕊
灘↓:－‐一一一

囑諦鱗1Ｗ

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
） ｣■■珂生｡■■｡両■■記■■目か『P■ＪＰＦｈ￣『面■ﾛ缶､よ■同やか
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ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
を
雇
っ
て
、
念
願
の
印
刷
所
を
創
設
し
た
。

使
用
人
と
し
て
、
日
本
人
の
印
刷
工
ノ
ブ
ノ
ス
ケ
○
・
の
三
・
三
・
日
‐

ｐ
Ｃ
ｍ
－
【
の
、
ヨ
ハ
チ
ロ
ウ
の
・
の
．
］
○
宮
（
の
片
目
、
ジ
ョ
ウ
タ
ロ
ウ
ョ
・
の
。
］
。

（
幼
）

日
Ｈ
Ｃ
の
三
人
を
一
雇
い
入
れ
た
。

イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
は
出
島
か
ら
シ
ー
ポ
ル
ト
宛
に
、
契
約
の
前
金

を
受
領
し
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
領
収
証
を
送
っ
て
い
霊
〈
写
真

３
、
上
〉
。

出
島
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
文
書
第
四
六
○
号

下
記
の
署
名
者
た
る
私
は
、
尊
敬
す
べ
き
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト

氏
か
ら
一
八
六
○
年
一
二
Ⅱ
ま
で
の
四
五
○
〈
月
給
三
ヵ
月
分
〉
ギ

ル
ダ
ー
の
金
額
を
契
約
の
前
金
と
し
て
受
領
し
た
こ
と
を
証
明
す

う
Ｃ
Ｏ

写重訂ご鰯ijiiiiiiiiiiifliiiHbERLANn

蕊
七
一
．

写真５（印I11U物）「'1]島印lⅡ所活

字兇本」一枚。
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一
八
六
○
年
一
二
月
〈
署
名
〉
ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル

こ
の
印
刷
所
は
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
己
①
の
ヨ
ニ
①
Ｈ
ｚ
＆
①
【
‐

一
四
己
の
Ｓ
①
□
日
雲
①
曰
と
し
て
、
商
売
を
は
じ
め
た
。
こ
れ
ま
で
の

出
島
の
印
刷
所
と
区
別
し
て
、
こ
れ
を
シ
ー
ポ
ル
ト
版
と
名
付

（
犯
）

け
た
。
ま
た
三
九
種
類
の
活
字
を
載
せ
た
「
出
島
印
刷
所
活
字
見

本
」
百
ケ
①
二
の
一
目
ぬ
ぐ
目
二
①
ご
冨
己
①
一
①
三
の
【
す
の
ご
・
ａ
①
【
日
ぬ
ぐ
目
・
の
ロ

ミ①〔のｐｍＯ冨弓①一房のロぐ・・自信目、日］四一艶〈写真５〉の印刷
と
併
せ
て
ヱ
ロ
ロ
ロ
宛
伊
シ
ヱ
ロ
の
ｏ
出
向
己
困
ご
【
【
両
用
二
〈
オ
ラ
ン
ダ
印

肌
肥
〉
〈
写
真
４
、
下
〉
と
称
す
る
説
明
文
書
も
作
成
し
た
。
そ
こ

に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所

オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
政
府
は
、
日
本
と
の
貿
易
と
日
本
に
お
け
る

科
学
的
向
上
の
恩
恵
を
ね
ら
い
、
署
名
者
た
る
私
に
対
し
、
オ
ラ
ン

ダ
印
刷
所
の
利
用
を
可
能
に
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
こ
こ
に

謹
ん
で
商
人
の
方
々
と
文
学
愛
好
家
の
方
々
に
、
印
刷
物
の
見
本
と

印
刷
所
内
に
あ
る
活
字
見
本
を
提
供
し
、
さ
ら
に
新
た
な
設
備
に
対

す
る
関
心
を
築
き
、
広
く
一
般
ま
た
民
間
会
社
に
好
ん
で
利
川
さ
れ

る
よ
う
推
奨
し
、
そ
れ
ら
の
も
の
の
Ⅱ
標
を
達
成
す
る
こ
と
、
肚
界

貿
易
や
人
々
の
文
化
生
活
の
辨
及
を
促
進
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
も

の
で
あ
る
。

出
島
一
八
六
○
年
八
月

法
政
史
学
第
七
十
一
号

シ
ー
ポ
ル
ト
が
開
設
し
た
印
刷
所
で
、
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
が
印
刷

し
た
も
の
に
、
前
述
の
「
川
島
印
刷
所
活
字
兄
本
」
が
あ
る
が
、
そ

れ
以
降
の
出
版
物
は
す
べ
て
印
刷
者
の
名
を
⑦
の
号
昌
二
・
・
【
の
．
旨
‐

□
の
【
日
目
【
〈
オ
ラ
ン
ダ
語
〉
と
か
旨
已
日
の
【
一
①
宮
【
○
・
局
己
の
日
］
四
日

〈
フ
ラ
ン
ス
語
〉
と
印
刷
し
て
い
る
。
現
存
の
印
刷
本
と
し
て
は
四

冊
あ
る
が
、
こ
れ
を
印
刷
年
代
順
に
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

Ｈ
「
一
八
年
六
一
年
川
島
版
、
蘭
Ⅱ
便
覧
Ｈ
記
帳
」

一
八
六
○
年
（
刀
延
元
）
八
Ⅱ
頃
、
最
初
に
着
手
し
た
の
が
ヨ

八
六
一
年
出
島
版
、
蘭
Ⅱ
便
覧
付
Ⅱ
記
帳
」
ｚ
①
□
①
【
一
四
己
の
＆
①
①
二
四
‐

己
目
の
Ｓ
①
シ
一
日
目
罠
ぐ
。
。
【
声
①
（
］
四
閂
』
の
臼
》
□
①
の
一
日
四
・
〔
①
【
Ｚ
＆
の
【
一
四
己
‐

の
Ｓ
の
□
日
冨
①
且
］
函
臼
．
（
一
六
・
六
セ
ン
チ
×
九
・
九
セ
ン
チ
、
洋

紙
洋
装
本
二
二
八
頁
）
と
称
す
る
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
た
め
の
〃
日

記
帳
“
で
あ
る
〈
写
真
６
、
上
〉
。
そ
の
一
扉
裏
に
○
両
□
宛
□
【
『

ヨ
ン
ク
ヘ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト

印
刷
に
お
け
る
手
順
に
つ
い
て
は
、
印
刷
技
師
の
ゲ
・
イ
ン
デ
ル

マ
ウ
ル
と
協
議
し
、
ま
た
書
籍
出
版
に
関
す
る
こ
と
は
、
署
名
者
た

ち
と
協
議
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

三
シ
ー
ボ
ル
ト
の
印
刷
所
で
出
版
し
た
印
刷
本

七
四
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が
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し
た
出
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ダ
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（
石
山
）
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と明記してある。

写真６「蘭１１便覧付l]記'帳の扉」〈ドイ

ツのポフム大学東亜学研究所所

蔵〉。

写真７

□
○
○
幻
Ｐ
曰
□
国
皀
辰
己
両
〈
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
に
よ
る
印
刷
〉
と

印
刷
が
し
て
あ
る
〈
写
真
７
、
下
〉
・
巻
頭
に
は
便
覧
の
記
事
が
あ

り
、
そ
の
記
事
に
は
（
１
）
王
室
誕
生
Ｒ
（
２
）
七
曜
日
表
（
３
）

キ
リ
ス
ト
教
祭
日
（
４
）
日
本
の
祭
日
（
５
）
出
島
に
お
け
る
Ｈ
出

川
没
表
（
６
）
Ⅱ
本
国
、
大
日
本
大
島
（
口
本
、
九
州
、
四
国
）
、

小
島
（
対
馬
、
佐
渡
、
淡
路
、
種
子
島
、
壱
岐
、
隠
岐
、
屋
久
島
、

大
島
、
八
丈
島
、
五
島
、
天
草
、
平
戸
）
、
属
島
（
蝦
夷
、
樺
太
）

隣
国
（
琉
球
、
高
麗
）
、
（
７
）
長
崎
に
お
け
る
海
水
の
高
低
（
８
）

磁
針
の
偏
差
度
（
長
崎
・
下
田
、
横
浜
、
箱
館
）
（
９
）
出
島
に
お

け
る
気
象
観
測
表
（
平
均
気
温
、
風
向
、
雨
量
）
（
、
）
日
本
の
度

量
衡
お
よ
び
貨
幣
（
ｕ
）
一
八
六
一
年
一
川
一
日
現
在
出
島
、
飽
の

浦
製
鉄
所
、
長
崎
、
神
奈
川
在
住
者
名
簿
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
日
記
帳
は
、
お
そ
ら
く
同
年
一
二
月
頃
ま
で
に
印
刷
を
終

え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
翌
年
二
八
六
一

年
）
一
月
一
日
か
ら
一
年
間
、
「
蘭
文
日
記
」
、
「
独
文
日
記
」
、
「
蘭

独
混
合
文
日
記
」
と
分
け
て
一
一
一
雁
使
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

〃
日
記
帳
〃
は
濃
灰
色
の
麻
布
張
り
ク
ロ
ー
ス
で
あ
る
が
、
こ
れ

が
何
部
印
刷
さ
れ
た
の
か
川
ら
か
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
年
限

り
で
、
そ
れ
以
降
の
出
版
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
原
本

は
、
現
在
シ
ー
ポ
ル
ト
使
用
の
三
冊
が
ド
イ
ツ
の
ポ
フ
ム
大
学
東
亜

学
研
究
所
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン

上
Ⅱ
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民
族
学
博
物
館
に
は
、
年
に
数
行
の
書
き
込
み
の
あ
る
一
冊
が
あ

る
。
そ
の
冒
頭
の
、
日
付
の
な
い
欄
に
シ
ー
ポ
ル
ト
自
筆
の
「
梅
毒

に
つ
い
て
」
の
見
聞
事
項
（
独
文
）
が
見
ら
れ
る
。
他
に
板
沢
武
雄

博
士
が
、
戦
前
、
ハ
ー
グ
の
王
立
植
民
地
研
究
所
所
蔵
の
、
鉛
筆
で

書
き
込
み
の
一
冊
を
詳
し
く
調
査
さ
れ
、
「
出
島
版
の
と
日
目
昌
」

（
「
学
燈
」
昭
和
一
六
年
二
月
）
と
題
し
て
紐
他
し
て
い
る
も
の
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
”
日
記
帳
〃
は
く
□
せ
て
四
冊
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

一
八
六
一
年
（
文
久
元
）
一
月
八
日
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
オ
ラ
ン
ダ

通
商
会
社
駐
川
筆
頭
代
剛
人
ポ
ー
ド
ウ
ィ
ン
（
シ
ー
ワ
の
耳
巨
の
］
＆
自
己
①
の

団
目
呂
旨
』
旨
①
‐
屋
①
①
）
を
介
し
て
、
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
に
一
分
銀

（
汀
）

一
○
○
枚
の
、
う
ち
、
現
金
で
Ⅲ
○
枚
を
支
払
っ
た
。
後
に
残
金
が
支

払
わ
れ
、
三
月
七
日
付
で
、
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
宛

に
一
分
銀
一
四
○
枚
の
受
領
証
を
送
っ
て
い
る
〈
原
文
は
胤
勉
〉
・

こ
れ
は
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
に
支
払
わ
れ
た
給
料
を
さ
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
記
述
の
内
容
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
印
刷
所
に
関
わ
る
費
用
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

ロ
「
日
本
か
ら
の
公
開
状
」

同
年
八
月
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
「
日
本
か
ら
の
公
開
状
』
ｓ
①
ご

言
の
ぐ
の
ロ
已
二
色
目
・
］
胃
・
二
．
ご
ｇ
ｍ
－
の
す
。
戸
三
①
（
す
の
〔
ロ
○
三
の
（
ぐ
目

９
①
ロ
の
Ｓ
Ｒ
Ｂ
ぐ
の
【
・
己
の
の
一
日
囚
）
ｚ
の
□
①
Ｒ
一
四
己
の
Ｓ
①
□
目
罠
①
且
』
ｍ
の
』
．
⑦
①
‐

法
政
史
学
第
七
十
一
号

ロ
日
【
ａ
。
。
【
⑦
』
＆
国
日
目
【
（
一
一
五
セ
ン
チ
×
一
六
セ
ン
チ
、
洋
紙

洋
装
本
七
○
頁
）
が
出
島
の
印
刷
所
で
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
「
公

開
状
」
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
再
来
日
し
た
一
八
五
九
年
の
秋
か
ら
翌

年
夏
ま
で
の
時
期
の
印
象
を
書
き
綴
っ
た
も
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府

や
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
宛
に
送
っ
た
報
告
書
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
内
容
と
し
て
は
、
序
文
、
第
一
公
開
状
「
日
本
に
お
け
る
金
の

問
題
に
つ
い
て
」
〈
一
八
五
九
年
二
月
二
七
日
、
長
崎
の
本
蓮
寺

に
て
蜘
鍵
〉
、
第
二
公
開
状
「
金
貨
小
判
の
高
騰
ｌ
Ⅱ
本
に
お
け
る

オ
ラ
ン
ダ
貿
易
の
現
状
と
予
測
ｌ
」
〈
一
八
六
○
年
四
月
一
八
日
、

長
崎
の
本
蓮
寺
に
て
執
筆
〉
、
第
一
一
一
公
開
状
「
オ
ラ
ン
ダ
王
国
海
軍

の
分
遣
隊
ｌ
日
本
に
お
け
る
海
軍
士
官
教
官
、
お
よ
び
創
立
に
関
す

る
そ
の
実
地
修
練
な
ら
び
に
そ
の
王
国
に
お
け
る
海
寵
の
発
達
の
た

め
に
ｌ
」
〈
一
八
六
○
年
六
月
一
日
、
長
崎
の
本
蓮
寺
に
て
執
筆
〉
、

第
四
公
開
状
「
江
戸
に
お
け
る
御
大
老
、
最
高
政
治
評
議
員
、
井
伊

掃
部
守
の
死
に
つ
い
て
ｌ
歴
史
的
・
政
治
的
観
点
か
ら
み
て
ｌ
」

〈
一
八
六
○
年
八
月
一
二
日
、
長
崎
付
近
の
鴫
滝
別
荘
に
て
執
筆
〉

で
、
他
に
将
軍
家
慶
の
こ
と
か
ら
説
き
は
じ
め
、
井
伊
直
弼
の
出

自
、
あ
る
い
は
国
内
の
鎖
国
か
開
国
か
の
議
論
を
め
ぐ
る
動
揺
な
ど

の
記
述
、
歴
代
将
軍
初
代
徳
川
家
康
か
ら
第
一
四
代
将
軍
家
茂
ま
で

の
簡
単
な
紹
介
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
印
刷
本
の
出
版
部
数
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
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と
こ
ろ
で
、
刊
行
本
に
は
二
種
類
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ

は
こ
の
本
の
見
開
き
部
分
に
石
版
画
の
「
シ
ー
ポ
ル
ト
父
子
像
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
存
在
す
る
か
ら
で

あ
る
。
石
版
画
の
な
い
印
刷
本
〈
写
真
８
、
上
〉
は
、
戦
前
、
長
崎

大
学
経
済
学
部
教
授
武
藤
長
蔵
博
士
が
オ
ラ
ン
ダ
の
古
書
店
で
購
入

し
た
も
の
で
、
現
在
同
大
学
経
済
学
部
武
藤
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
博
士
は
自
著
の
中
で
「
こ
れ
は
長
崎
出
鴫
に
て
一
八
六
一
年
に

印
刷
さ
れ
た
後
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
が
或
る
和
蘭
（
又
は
独
逸
）
の
貴

族
に
贈
り
た
る
も
の
で
和
蘭
の
古
書
蝉
に
て
實
ら
れ
た
も
の
が
私
の

入
り
た
る
も
の
で
、
即
ち
長
崎
出
鴫
に
て
印
刷
せ
ら
れ
和
蘭
に
シ
ー

ポ
ル
ト
先
生
に
よ
り
贈
ら
れ
再
び
長
崎
在
住
の
私
の
手
に
戻
り
来
た

も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
さ
ら
に
「
扉
に
和
蘭
某
貴
族
の
紋
章
入
の

印
あ
り
、
又
筆
者
即
ち
著
者
た
る
シ
ー
ポ
ル
ト
よ
り
自
著
献
呈
本
な

ら
ん
と
思
わ
る
る
自
著
の
敵
捌
」
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
・
後

年
、
博
士
の
所
蔵
本
が
同
大
学
経
済
学
部
に
寄
贈
ざ
れ
武
藤
文
庫
発

足
を
機
に
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
。
昨
年
一
○
月
下
旬
、
筆
者
は
同

大
学
図
書
館
武
藤
文
庫
を
訪
れ
、
博
士
の
述
べ
ら
れ
て
い
る
本
の
一
扉

側
左
上
隅
に
ぐ
目
９
①
□
の
呂
且
ぐ
囚
〈
著
者
よ
り
〉
の
シ
ー
ポ
ル
ト
自

筆
が
あ
る
の
を
確
認
し
た
。
な
お
、
他
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
立
民
族
学

博
物
館
図
書
室
に
も
、
武
藤
博
士
が
購
入
し
た
も
の
と
同
じ
石
版
画

の
な
い
印
刷
本
が
あ
る
。
こ
れ
な
ど
も
、
お
そ
ら
く
シ
ー
ポ
ル
ト
が

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）

帰
国
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
一
八
六
一
年
に
出
島
で
印

刷
し
た
も
の
は
、
こ
の
石
版
画
の
な
い
印
刷
本
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
し
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
海
外
で
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
立
民
族
学

博
物
館
図
書
室
で
あ
り
、
国
内
で
は
長
崎
大
学
武
藤
文
庫
所
蔵
の
も

の
が
シ
ー
ポ
ル
ト
の
出
島
で
印
刷
所
し
た
唯
一
の
貴
重
本
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
今
後
こ
の
よ
う
な
シ
ー
ポ
ル
ト
自
署
の
献
呈
本
や
出

島
の
印
刷
本
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
図
書
館
や
諸
機
関
、
そ
の
他

の
場
所
で
見
つ
か
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
石
版
画
掲
載
の
も
の
〈
写
真
９
、
中
〉
は
内
外
に
多
く
現

存
す
る
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
ポ
フ
ム
大
学
東
亜
学
研
究
所
図
書

室
、
大
英
博
物
館
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書

館
、
長
崎
県
立
シ
ー
ポ
ル
ト
大
学
図
書
館
、
財
川
法
人
東
洋
文
庫
、

横
浜
開
港
資
料
館
、
国
立
国
会
図
書
館
貴
重
室
な
ど
で
あ
る
。
石
版

画
掲
載
の
印
刷
本
一
扉
凹
面
下
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ

る
。
石
版
帥
ヤ
ン
・
ヘ
ン
ド
リ
ク
・
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
白
目
西
目
‐

＆
【
】
戸
田
・
毎
口
①
一
ｍ
（
の
【
」
、
田
‐
』
①
三
）
と
石
版
印
刷
担
当
の
ヤ
ン
・
ダ

ム
・
ス
テ
ー
エ
ル
ヴ
ア
ル
ト
（
］
目
・
冨
日
］
目
の
（
の
巨
目
三
四
一
口
』
雪
①
‐

屋
宅
）
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
、
い
ず
れ
も
出

島
に
滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
な
い
の
で
、
明
ら
か
に
印
刷
本
の
一

八
六
一
年
と
い
う
出
版
年
に
は
疑
問
が
生
じ
る
。
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写真９内外の図書館などに多く所

蔵の石版画「シーボルト父

子像」付の本。〈財卜１１法人

東洋文庫所蔵より撮影>。

写真８出島の印刷所で出版された国

内唯一の貴重本と思われる。

〈長崎大学経済学部武藤文庫

所蔵>。

石
版
師
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
大
著
「
日
本
植
物

誌
」
の
原
図
や
「
日
本
動
物
誌
』
の
甲
殻
類
の
図
版
を
担
当
し
た
人

物
で
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
息
子
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
、
後
年

オ
ラ
ン
ダ
を
訪
れ
た
際
、
日
本
で
撮
影
の
銀
板
写
真
〈
写
真
Ⅲ
、

下
〉
を
見
せ
て
、
こ
れ
を
石
版
川
に
描
か
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

彼
は
、
父
シ
ー
ポ
ル
ト
が
出
島
で
印
刷
し
た
未
装
丁
の
「
公
開
状
」

の
残
部
を
す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち
帰
り
、
こ
れ
に
「
シ
ー
ボ
ル
ト

父
子
像
」
の
石
版
画
を
加
え
て
、
ラ
イ
デ
ン
の
セ
イ
ト
ホ
フ
Ｓ
・

二
・
段
岳
。
魚
（
①
缶
の
］
』
①
ロ
）
書
籍
印
刷
所
で
、
印
刷
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
石
版
師
た
ち
が
銀
板
写
真
を
裏
返
し

の
状
態
で
描
い
て
い
る
た
め
、
「
父
子
像
」
は
逆
の
状
態
で
刷
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。
原
版
は
、
現
在
ラ
イ
デ
ン
の
国
立
民
族
学
博
物
館
に

写真1０ ｢シーポルト父子の銀板写

真」息子アレキサンダーが

持参していたといわれる。

アレキサンダー箸「シーポ

ルト最後の日本旅行』掲救

より転写。
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所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
銀
板
写
真
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・

シ
ー
ポ
ル
ト
箸
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル

ト
敢
後
の
Ｈ
本
旅
行
」
（
原
題
己
国
・
甸
宛
．
ご
Ｃ
ｚ
の
崗
団
Ｃ
Ｆ
Ｑ
ｍ

Ｆ
向
月
日
目
向
宛
国
の
両
ｚ
シ
Ｃ
出
］
シ
勺
」
ど
｛
］
、
＄
｜
‐
〕
霊
］
ご
ｏ
ｚ
ｍ
向
三
両
ニ
レ

Ｐ
目
向
の
弓
向
ｚ
の
○
四
Ｚ
向
シ
Ｆ
向
歸
シ
ｚ
Ｃ
両
用
司
丙
両
目
出
向
宛
宛
ｚ
ご
Ｃ
ｚ

の
閂
向
団
○
Ｆ
□
．
・
・
国
①
【
一
言
ら
＆
．
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
写
真
と

石
版
剛
の
「
父
子
像
」
と
を
比
較
す
る
と
、
一
目
瞭
然
そ
の
違
い
が

分
か
る
。
な
お
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
所
持
し
て
い
た
銀
板
写
真

は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
木
簡
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・

ツ
ッ
エ
ペ
リ
ン
家
に
現
存
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
印

刷
本
は
、
い
ま
だ
翻
訳
紹
介
は
さ
れ
て
い
な
い
。

ロ
「
Ⅱ
本
に
将
来
し
た
書
籍
Ⅱ
録
」

一
八
六
二
年
（
文
久
二
）
に
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
「
Ⅱ
本
に
将
来

し
た
書
籍
目
録
』
、
四
三
・
ｍ
口
①
ロ
①
｜
』
因
一
三
・
ｓ
①
邑
①
》
シ
壱
・
【
芯
①
目

］
ｇ
ｏ
Ｐ
己
貝
三
・
句
丘
・
句
・
ロ
①
、
］
①
ワ
○
一
□
・
で
○
日
の
①
。
】
Ｒ
Ｊ
－
－
の
〔
己
①
□
の
ｍ
ｍ
Ｑ
‐

の
□
の
①
の
つ
豈
昌
の
－
０
□
色
①
〃
ぬ
の
。
、
門
口
ロ
ケ
一
口
巨
①
Ｐ
①
（
す
ご
○
ぬ
【
四
つ
ゴ
ー
ロ
ロ
①
の
①
（
つ
○
一
一
Ｉ

〔
】
□
屋
①
の
①
【
□
の
、
巳
□
①
＆
口
の
一
①
の
【
①
ｎ
ヶ
①
【
Ｃ
ロ
①
の
①
（
こ
の
８
巨
ぐ
の
耳
①
ｍ
ｍ
Ｑ
①
昌
一
‐

（
ご
ロ
①
の
ロ
ロ
ロ
の
、
①
〔
向
日
ｐ
Ｈ
①
．
□
の
凰
日
四
百
］
つ
［
一
日
の
【
一
①
ｚ
の
ロ
①
Ｈ
一
四
口
□
巴
の
①
）

屋
皀
．
（
一
六
セ
ン
チ
×
一
二
セ
ン
チ
、
背
皮
厚
表
紙
、
洋
紙
洋
装

一
○
二
頁
）
が
出
版
さ
れ
た
く
写
真
Ⅱ
、
上
〉
。
書
名
の
一
扉
裏
に
は

三
目
日
の
宮
［
の
．
旨
』
の
日
］
目
①
【
〈
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
に
よ
る
印
刷
〉

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
川
）

と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
籍
月
録
の
印
刷
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が

前
年
江
戸
、
横
浜
滞
在
よ
り
長
崎
に
戻
っ
て
か
ら
南
ち
に
着
手
し
、

彼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
帰
る
五
月
七
、
以
前
に
、
終
わ
っ
て
い
た
か
ど

う
か
は
明
ら
か
で
な
い
□
こ
の
印
刷
本
は
自
然
科
学
、
地
理
学
、
人

類
学
、
政
治
学
な
ど
の
研
究
並
び
に
日
本
に
お
け
る
科
学
的
探
究
お

よ
び
発
見
の
参
考
文
献
の
た
め
に
持
参
し
た
も
の
で
、
印
刷
さ
れ
た

書
籍
Ⅱ
録
の
最
後
の
中
に
掲
げ
た
「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
に
関
す
る

諸
著
述
」
○
皀
日
、
①
の
□
①
三
【
』
の
の
一
ｓ
。
｜
こ
の
巨
二
の
］
９
．
ど
の
終
わ
り

に
、
前
年
、
出
版
の
「
Ⅱ
本
か
ら
の
公
開
状
」
を
早
く
も
載
せ
て
い

る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
武
藤
博
ｔ
の
「
西
勝
千
八
百
六
二
年

（
我
文
久
一
一
年
）
長
崎
出
鴫
の
和
蘭
印
刷
所
（
目
①
【
ｚ
①
□
①
冨
己
‐

の
Ｓ
の
□
日
冨
①
【
一
一
》
三
宮
言
の
国
の
ｚ
ｇ
の
１
目
＆
一
ｍ
の
）
刊
行
二
・
田
・
□
の

シ
ー
ボ
ル
ト
氏
蔵
書
Ⅱ
録
」
〔
特
に
（
１
）
政
治
、
経
済
、
農
業
、

工
業
技
術
、
商
業
（
２
）
太
平
洋
、
印
度
支
那
、
日
本
諸
国
航
海

記
及
其
等
地
方
事
情
に
開
す
る
文
献
に
就
て
〕
と
題
し
た
潔
腿
で
詳

し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
Ⅶ
蔵
書
Ｈ
録
の
印
刷
本
は
ボ
フ
ム
大
学
來
叩

学
研
究
所
図
書
室
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
、
京
都
外
国
語
大
学
図

書
館
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
、
川
立
脚
会
図
書
館
、
同
際
交
流
基

金
図
書
館
、
九
州
大
学
図
書
館
、
財
川
法
人
東
洋
文
庫
な
ど
に
現
存

す
る
。
な
お
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
に
日
本
学
会
と
日
独
文

化
協
会
編
輯
郁
文
堂
書
店
の
復
刻
が
あ
り
、
一
九
八
八
年
（
昭
和

七
九
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六
三
）
に
は
科
学
書
院
か
ら
再
復
刻
さ
れ
た
。

口
「
日
本
に
お
け
る
王
立
日
本
医
学
校
用
薬
学
指
南
」

最
後
に
、
一
八
六
二
年
（
文
久
二
）
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
印
刷
所
で

上
梓
さ
れ
た
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
。
。
‐

ほ
ぃ
ロ
ロ
①
の
田
ご
日
巨
の
○
回
【
ぽ
ｍ
Ｈ
】
ｐ
ｐ
ｍ
勺
○
ロ
巳
の
ぐ
凶
邑
シ
白
の
の
Ｈ
ｑ
の
Ｈ
「
Ｃ
Ｃ
Ｒ
］
⑫
国
①
‐

ご
ｇ
）
の
著
述
「
日
本
に
お
け
る
王
立
日
本
医
学
校
用
薬
学
指
南
」

団
の
丙
口
○
頁
の
出
目
』
の
』
の
】
９
旨
、
（
○
（
□
の
⑦
の
ロ
の
①
の
目
〕
・
口
①
臣
の
①
Ｈ
）
（
目
的
の
貢
已
‐

丙
の
ぐ
ｍ
ｐ
ｑ
の
門
の
旨
の
Ｈ
］
ご
宍
の
］
：
、
昂
３
①
の
①
ロ
①
①
、
戸
口
ロ
巳
、
の
の
り
声
８
］
（
の
ｚ
四
‐

忠
の
鳥
】
・
）
］
胃
・
］
・
田
・
○
・
可
目
］
己
の
ご
目
三
の
①
ａ
の
。
Ｃ
Ｃ
Ｒ
》
○
感
Ｑ
の
Ｈ
ぐ
目
、
の
‐

因
Ｃ
ｐ
９
ぽ
の
】
ご
ウ
ニ
【
○
己
。
【
］
与
丙
の
ｚ
の
△
の
ユ
四
口
』
の
っ
ぽ
①
国
の
①
巴
）
田
の
⑦
国
胃
ケ
ニ

ヶ
○
「
の
口
、
の
ご
○
①
目
ユ
の
の
っ
ぽ
○
○
］
）
の
ｐ
い
□
①
の
旨
〕
四
）
日
の
円
ｚ
の
□
の
Ｈ
］
山
口
ロ
の
◎
ず
の

Ｃ
目
嶌
①
且
》
の
①
日
烏
（
』
・
臼
の
．
旨
』
の
日
］
四
目
。
（
一
九
・
五
セ
ン
チ
×

一
二
セ
ン
チ
、
背
皮
厚
表
紙
、
見
返
し
は
上
質
の
薄
青
色
紙
洋
紙
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ｔｊｐ弾

法
政
史
学
第
七
十
一
号

ＩＭＩ''11011ⅡMl1，
jlppQIfldd“JaljmlW

ＩＩＬ、ＨＬＦ．、ESIEIlOLD
rOUzUm竹耶“己螺ｮ“《tjvRWTq坊穎駒$mfBR4蝉h砥w･

;轍t函⑬繩Kq鞭ｄＵｆ評Ｇｄ｣頚＄晒氏出'7…

OMA“、播甚[【蝕圃,x雌nＪ､“な$塀癖③

涼～･卜

..､、112趣A〆兆.
1,喀‐\;餌いや-,段■!｣､‐､h賭博､忠､｣

､錘型廿兇暉FHnUE氏歩汪nuv-.屯茄叩!*階,

‘、ｆｉｔ錨鰕惣ヂー‐

写真１１シーポルト著『[1本

に将来した書籍目

録』の扉〈財団法人
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書
籍
目
録
』
と
同
じ
よ
う
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰
る

前
に
印
刷
が
終
了
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
あ
る
い
は

イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
の
帰
国
前
の
、
同
年
六
月
ご
ろ
ま
で
に
印
刷
が
終

え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ポ
ン
ペ
の
著
書
「
日
本
に
お
け
る
五
年
間
ｌ
日
本
帝
国
と
そ
の
国

民
の
知
識
へ
の
一
寄
与
」
「
鴬
］
胃
①
日
ロ
】
四
℃
目
（
］
閉
「
‐
房
＆
）
》
理
‐

身
凋
①
Ｓ
己
の
丙
の
目
』
の
ぐ
目
匠
の
こ
色
目
の
ｓ
の
丙
の
」
日
の
Ｈ
且
戸
の
：
菅
：
の
ご
‐

。
］
丙
目
、
）
い
＆
の
》
Ｐ
の
己
の
■
》
届
ヨ
ー
」
、
＆
に
よ
れ
ば
、
薬
理
学
書
の
授
業

の
方
法
と
薬
理
学
の
講
義
案
を
出
島
で
印
刷
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
の
ち
に
幕
府
は
私
の
手
引
書
を
印
刷
し
て
は
ど
う
か
と
勧
め
て
き

た
。
そ
こ
で
試
み
に
薬
理
学
に
関
す
る
も
の
を
出
島
の
印
刷
所
で
印

刷
さ
せ
て
み
た
。
し
か
し
出
島
の
印
刷
所
で
は
主
に
日
本
人
の
見
習

い
印
刷
工
に
や
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
費
用
が
高
く
つ

お
校
扉
物

洋
装
三
八
二
頁
）
で
あ
る
〈
写
真
⑫
、

》Ｂ》》州譲辨歴越鐘靴挙幽辣細匪勢録摩認
下
〉
。
こ
の
書
物
が
ど
れ
だ
け
印
刷
さ

れ
た
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
現
在

川
大
学
図
書
館
、
国
際
日
本
文
化
セ
ン

２百宝
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

写
こ
の
本
も
先
の
「
日
本
に
将
来
し
た

八
○
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き
、
仕
事
も
な
か
な
か
捗
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
一
年
も
こ
の
本
の
印
刷

に
か
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
も
そ
れ
以
上
続
け
て
こ
の
仕
事
を
し
な
く

な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
も
っ
と
進
歩
を
と
げ
た
人
々
は
私
の

手
引
書
を
日
本
語
に
訳
し
て
、
そ
れ
を
印
刷
し
て
は
ど
う
か
と
勧
め

て
く
れ
た
。
そ
れ
が
い
く
ら
か
で
も
実
行
に
移
さ
れ
る
な
ら
ば
、
私

が
そ
の
編
集
に
費
や
し
た
労
待
も
、
こ
の
書
物
の
も
た
ら
す
ｌ
そ
う

希
望
す
る
け
れ
ど
ｌ
利
益
に
よ
っ
て
十
分
報
い
ら
れ
る
こ
と
と

乢
秘
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
述
を
引
川
し
た
古
賀
十
二
郎
は
、

こ
れ
が
ボ
ン
ベ
の
「
薬
学
指
南
」
の
よ
う
に
書
か
れ
て
乢
秘
が
、
板

倉
雅
宣
の
論
文
に
よ
れ
ば
「
こ
こ
に
「
薬
理
学
に
関
す
る
も
の
」
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
一
八
六
二
年
シ
ー
ポ
ル
ト
の
印
刷
所
で
印
刷
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
Ⅱ
本
人
が
組
版
印

刷
を
行
な
っ
た
「
【
・
円
①
因
①
の
Ｓ
呂
三
長
□
①
【
勺
・
亘
①
三
①
」
〈
痘
瘡
お

よ
び
牛
痘
接
種
法
〉
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

る
。
…
こ
の
本
を
川
版
さ
れ
た
も
の
に
、
八
木
弥
平
訳
「
散
花
小

一
一
一
一
ｍ
」
一
八
五
八
年
川
脇
版
が
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
れ
は
木
版
刷
り
に

（
弧
）

な
っ
て
い
る
」
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
論
考
も
ボ
ン
ベ
の

著
述
に
関
連
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
板
倉
論
文
の
印
刷
技
術
と
活
字
面
か
ら
究
明
さ
れ
た
推
測
説

の
方
が
、
む
し
ろ
雪
を
得
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
こ

の
印
刷
本
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
論
文
に
、
佐
藤
恒
二
箸
「
ボ
ン
ベ

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）

滞
在
二
年
後
の
一
八
六
一
年
三
月
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
オ
ラ
ン
ダ
通

商
会
社
と
の
関
係
が
終
了
す
る
と
、
幕
府
の
外
国
方
顧
問
の
招
聰
を

受
諾
し
、
外
交
の
助
一
一
一
一
口
と
学
術
教
授
な
ど
の
公
的
身
分
を
帯
び
た
任

務
に
就
く
こ
と
と
な
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
彼
が
四
月
に
長
崎

を
離
れ
て
江
戸
に
向
か
う
と
き
、
も
は
や
印
刷
事
業
に
従
事
し
な
い

と
考
え
た
。
対
日
活
動
に
関
す
る
彼
の
覚
書
の
中
で
、
印
刷
所
に
つ

（
躯
）

い
て
何
も
記
述
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
事
実
、
シ
ー
ポ
ル
ト

の
来
Ⅱ
後
の
、
筆
Ⅱ
記
や
覚
書
、
草
稿
な
ど
に
も
印
刷
事
業
の
経
営

を
は
じ
め
、
書
籍
貿
易
に
関
す
る
記
述
は
、
箙
稀
の
調
査
し
た
史
資

料
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
幕
府
外
交
の
指
導
と
助
言
、
彼

本
来
の
目
的
で
あ
る
学
術
研
究
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
、
印
刷
事
業
ま
で

従
事
す
る
意
欲
は
す
で
に
失
せ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
の
ち

に
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
シ
ー
ポ
ル
ト
に
対
し
て
、
前
貸
金
の
総
額
八
、

○
○
○
ギ
ル
ダ
ー
を
返
済
す
べ
き
だ
と
迫
り
、
一
方
シ
ー
ポ
ル
ト
も

箸
出
島
の
和
蘭
印
刷
所
出
版
の
薬
物
学
書
」
Ｓ
日
本
医
事
新
報
」
第

八
五
六
号
昭
和
一
円
年
）
、
緒
方
富
雄
箸
「
佐
藤
恒
二
博
士
ボ

ン
ベ
著
出
島
の
和
蘭
印
刷
所
出
版
の
薬
物
書
へ
の
追
加
」
お
よ
び
岩

熊
哲
「
出
島
版
ボ
ン
ベ
署
薬
物
学
書
に
就
い
て
」
Ｓ
中
外
医
事
新

報
」
第
一
二
七
号
昭
和
一
四
年
）
が
あ
る
。

四
シ
ー
ボ
ル
ト
印
刷
所
の
廃
業

八
一
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出
島
の
印
刷
事
業
で
被
っ
た
大
損
失
の
補
償
を
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
要

（
妬
）

求
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
事
情
は
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
リ
ー
ン
の
謹
輕
並

に
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。

一
八
六
二
年
一
一
月
、
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
は
ジ
ャ
ワ
か
ら
シ
ー
ポ

（
犯
）

ル
ト
宛
に
書
簡
を
送
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
。

下
記
の
署
名
者
た
る
私
は
、
最
も
尊
敬
す
べ
き
ヨ
ン
ク
ヘ
ー
ル
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
氏
か
ら
、
一
八

六
○
年
六
月
か
ら
一
八
六
二
年
六
月
ま
で
の
川
給
一
五
○
ギ
ル
ダ
ー

を
受
け
取
り
、
〈
シ
ー
ポ
ル
ト
氏
が
〉
七
月
二
日
ま
で
に
私
が
こ
こ

か
ら
…
…
号
〈
船
名
解
読
不
能
〉
で
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
行
く
た
め
の
船

賃
と
し
て
、
さ
ら
に
二
○
○
ギ
ル
ダ
ー
を
支
払
っ
て
く
れ
た
こ
と
を

証
明
す
る
。

一
八
六
二
年
一
一
刑
一
日

ゲ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル

こ
の
書
簡
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
、
以
前
、
印
刷

所
創
設
に
あ
た
っ
て
、
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
と
取
り
交
わ
し
た
「
介
意

文
書
」
の
通
り
、
月
給
一
五
○
ギ
ル
ダ
ー
と
帰
国
へ
の
航
海
の
た
め

の
船
賃
二
○
○
ギ
ル
ダ
ー
を
支
払
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

シ
ー
ポ
ル
ト
は
、
同
年
五
月
に
す
で
に
帰
国
し
て
い
る
の
で
、
書

簡
の
内
容
か
ら
七
月
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
が
日
本
を
離
れ
た
こ
と
に

法
政
史
学
第
七
十
一
号

シ
ー
ポ
ル
ト
の
再
来
Ｈ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
通
商
会
社
の
顧
問
と
し

て
、
同
会
社
の
貿
易
に
関
す
る
様
々
な
提
言
を
行
な
う
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
同
会
社
の
契
約
が
切
れ
る
と
、
や
が
て
幕
府
の
外
交
顧

問
と
し
て
政
治
に
も
関
与
し
、
遣
欧
使
節
派
遣
計
画
の
相
談
役
を
請

け
負
い
、
学
術
教
授
で
は
従
来
の
よ
う
な
専
門
分
野
に
限
ら
ず
、
国

際
関
係
に
も
講
義
を
及
ぶ
な
ど
多
忙
な
日
々
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
欧

米
諸
国
に
対
し
て
は
、
日
本
に
平
和
柳
に
開
脚
に
迫
る
こ
と
を
建
一
一
一
一
回

し
、
幕
府
側
に
も
欧
米
諸
国
に
対
し
て
理
解
を
深
め
る
べ
き
で
あ
る

と
進
言
す
る
な
ど
し
た
が
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
意
図
す
る
外
交
は
結
果

的
に
は
時
す
で
に
遅
く
、
彼
の
胸
中
に
あ
っ
た
国
際
政
治
家
と
し
て

開
国
日
本
の
文
明
誘
披
に
寄
与
し
た
い
と
い
う
希
望
な
い
し
肚
悩

も
、
も
は
や
夢
と
化
し
て
現
実
は
虚
し
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
シ
ー
ポ
ル
ト
本
来
の
目
的
で
も
あ

よ
っ
て
、
三
年
有
余
続
い
た
出
島
の
印
刷
事
業
も
、
六
月
末
日
を

も
っ
て
廃
業
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
明
治
に
入
る
と
、
こ
れ
ま
で

の
オ
ラ
ン
ダ
の
印
刷
技
術
は
活
か
さ
れ
ず
、
や
が
て
オ
ラ
ン
ダ
通

詞
、
印
刷
、
活
字
鋳
造
、
製
鉄
な
ど
の
研
究
家
お
よ
び
事
業
家
の
本

木
昌
造
（
一
八
二
四
’
一
八
七
五
）
に
よ
っ
て
、
中
国
の
活
字
鋳
造

法
が
導
入
ざ
れ
実
用
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
と
め
に
か
え
て

八
一
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る
、
大
著
「
日
本
」
、
『
ｎ
本
植
物
誌
』
の
未
完
部
分
の
完
成
と
、

「
Ｈ
蘭
英
仏
辞
典
」
の
完
成
、
さ
ら
に
Ⅲ
本
研
究
の
た
め
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
収
集
、
ま
た
生
き
た
植
物
を
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
気
候

馴
化
園
に
移
植
栽
培
し
て
、
会
社
の
発
展
に
も
寄
与
し
、
併
せ
て
印

刷
事
業
の
経
営
お
よ
び
書
籍
貿
易
に
も
従
事
し
た
い
と
い
う
企
業
家

と
し
て
の
側
面
を
帯
び
た
来
日
で
も
あ
っ
た
が
、
僅
か
三
年
有
余
の

滞
在
期
間
で
は
十
分
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
失
意
の
う
ち
に
帰
国

を
余
儀
な
く
き
れ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
東
海
大
学
名
誉
教
授

向
井
晃
氏
、
Ｍ
大
学
教
授
沓
澤
宣
賢
氏
、
長
崎
大
学
教
授
姫
野
順
一

氏
、
九
州
大
学
総
合
研
究
博
物
館
助
教
授
滴
崎
克
則
博
士
、
ポ
フ
ム

大
学
東
亜
学
研
究
所
教
授
レ
ジ
ナ
・
マ
テ
ィ
ア
ス
博
士
、
フ
ラ
ン
ヶ

ン
タ
ー
ル
地
方
裁
判
所
公
認
翻
訳
士
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
講
師

生
熊
文
氏
、
長
崎
市
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
永
松
実
氏
、
横
浜
開
港

資
料
館
調
査
研
究
主
任
平
野
正
裕
氏
、
シ
ー
ポ
ル
ト
記
念
館
学
芸
員

扇
浦
正
義
氏
、
財
川
法
人
東
洋
文
庫
山
村
義
照
氏
な
ど
、
多
く
の

力
々
か
ら
ご
教
示
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
ご
好
意
に
対

し
、
こ
こ
で
厚
く
謝
意
を
表
し
た
い
。

主一
三
ロ

（
１
）
］
○
百
三
四
Ｄ
Ｆ
Ｂ
員
も
二
一
弓
甸
日
冒
ご
目
の
一
の
す
◎
｝
□
目
〔
ヶ
①
○
℃
の
已
后

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）

。
ご
呂
目
）
」
の
一
四
‐
】
の
⑦
①
』
貝
弓
す
の
ｚ
の
Ｓ
①
【
一
目
□
の
少
の
⑫
Ｃ
Ｑ
山
〔
一
Ｃ
二
ｓ
円
］
四
目
‐

ロ
①
の
①
の
Ｂ
ａ
の
印
・
”
勺
亘
一
一
つ
己
甸
国
ｐ
い
く
。
ど
の
一
①
ウ
○
一
□
・
少
ｎ
ｏ
ご
〔
［
一
ウ
巨
一
○
二
〔
。
＆
①

の
白
二
『
。
｛
〔
す
の
四
一
の
８
ｄ
Ｂ
｝
宛
①
一
員
一
．
己
の
ウ
の
フ
ミ
の
①
己
］
呂
四
ロ
四
二
□
＆
①
ｚ
の
＆
‐

の
［
｝
目
ｇ
Ｆ
の
】
Ｑ
①
ご
】
①
「
の
．
（
横
川
伊
徳
著
「
幕
末
維
新
論
集
７
幕
末

維
新
と
外
交
』
所
収
〈
翻
訳
「
シ
ー
ポ
ル
ト
と
日
本
の
開
国
一
八
四

三
’
一
八
六
六
」
〉
吉
川
弘
文
館
一
一
○
○
｜
年
）
。

（
２
）
板
倉
雅
宣
箸
「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
に
み
る
長
崎
の
印
刷
技
術
と

柄
字
」
（
「
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
学
会
誌
」
○
二
タ
ィ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
学

会
二
○
○
○
年
）
。

（
３
）
□
【
・
西
凶
ご
印
【
。
【
ロ
①
、
□
一
の
ご
く
ご
日
ウ
巨
日
、
の
【
の
」
①
つ
○
一
口
・
向
旨
の
⑦
の
一
の
す
‐

目
①
ご
註
日
一
一
一
①
□
①
の
程
⑪
。
■
ご
□
］
①
。
］
四
ヶ
昌
巨
ご
ロ
①
ロ
の
・
田
の
Ｂ
凶
、
》
］
○
声
色
ご
」
シ
曰
‐

す
８
⑫
旨
の
団
員
ず
ぐ
①
『
一
四
ｍ
．
］
①
ｓ
・
の
・
四
ｍ
ｍ
‐
、
巴
。
（
竹
内
精
一
訳
「
シ
ー

ボ
ル
ト
父
子
伝
」
創
造
社
昭
和
Ⅲ
九
年
）

（
４
）
固
］
Ｐ
甸
四
①
（
］
己
・
少
亘
の
】
一
目
頃
乏
の
一
ｍ
の
①
【
ご
日
の
Ｓ
一
緒
》
。
□
の
ロ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
日
】

（
の
□
①
巳
日
四
○
肩
の
口
四
の
震
ｚ
ａ
の
【
一
目
□
の
Ｓ
①
□
日
冥
の
【
ご
遡
〈
シ
ー
ボ
ル

ト
記
念
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
請
求
番
ｎ
万
ｍ
ｓ
＄
〉
。

（
５
）
呉
秀
三
箸
『
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
」
（
叶
鳳
堂
大

肛
一
五
年
）
乙
編
三
九
七
頁
。

（
６
）
前
掲
書
註
４
四
二
○
頁
。

（
７
）
一
リ
ー
ム
は
五
○
○
枚
、
こ
こ
で
は
一
一
三
リ
ー
ム
と
あ
る
の
で
一

一
、
五
○
○
枚
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
８
）
前
掲
書
註
４
四
二
六
１
円
二
七
頁
。

（
９
）
シ
ー
ポ
ル
ト
再
来
Ⅱ
の
Ⅱ
的
の
一
つ
で
あ
る
「
Ⅱ
蘭
英
仏
辞
典
」

の
作
製
及
び
刊
行
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

八
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（
、
）
前
掲
書
註
２
六
○
頁
。

（
、
）
古
賀
十
二
郎
著
「
長
崎
洋
学
史
」
上
巻
長
崎
学
会
編
（
長
崎
文

献
社
昭
和
四
八
年
再
版
）
七
○
九
頁
。

（
、
）
因
］
四
・
国
の
」
ｍ
・
言
の
．
シ
巨
の
閂
す
の
一
自
己
、
ご
目
の
】
の
す
。
戸
＆
（
・
Ｚ
僧
四
の
昊
」

□
①
己
ざ
．
○
三
・
つ
①
Ｈ
屋
の
Ｐ
〈
『
①
【
の
日
冨
目
二
ｍ
》
□
①
ご
ロ
【
の
（
目
〔
の
目
の
－
，
言
の
‐

（
の
ロ
の
・
閂
己
の
『
言
巨
己
の
［
Ｒ
の
守
昌
一
ｏ
○
三
〔
言
の
：
日
言
の
①
己
〉
可
・
］
一
・

の
已
国
ｓ
の
」
・
囚
胃
・
〈
シ
ー
ポ
ル
ト
記
念
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

請
求
番
号
雪
麗
］
〉
。

（
Ｂ
）
前
掲
書
註
１
原
文
八
三
頁
お
よ
び
同
書
の
横
山
伊
徳
訳
几
川

頁
。

（
ｕ
）
野
村
正
徳
「
出
島
版
」
Ｓ
洋
学
史
事
典
」
Ⅱ
蘭
学
会
編
雄
松
蛍

出
版
昭
和
五
九
年
四
七
○
’
四
七
一
頁
）
。

（
過
）
川
田
久
長
『
日
本
に
お
け
る
洋
式
活
版
印
刷
の
沿
革
』
（
秀
英
社

大
正
一
五
年
）
、
板
倉
雅
育
「
Ⅱ
本
岐
初
の
石
版
印
刷
物
」
（
「
印
刷

雑
誌
」
二
○
○
年
六
月
）
、
中
根
勝
「
日
本
印
刷
技
術
史
」
（
八
木
書

店
一
九
九
九
年
）
、
古
賀
十
二
郎
「
海
外
交
渉
中
心
地
と
し
て
の

長
崎
」
Ｓ
開
圃
文
化
」
朝
日
新
聞
社
昭
和
四
年
）
、
神
崎
順
一

「
天
理
図
書
館
所
蔵
の
長
崎
並
び
に
出
島
版
に
つ
い
て
」
（
天
理
図
書

館
報
「
ビ
ブ
リ
ア
」
一
○
三
号
）
、
高
野
彰
「
幕
末
の
洋
書
印
刷
物

活
字
に
よ
る
見
分
け
方
」
Ｓ
東
海
地
区
大
学
図
書
館
協
議
会
誌
」
昭

和
六
三
年
四
月
二
五
日
）
等
々
。

（
肥
）
「
シ
ー
ポ
ル
ト
Ⅱ
記
」
ｌ
再
来
Ⅱ
時
の
幕
末
兇
聞
記
ｌ
石
山
禎

一
、
牧
幸
一
訳
（
八
坂
書
房
初
版
二
刷
二
○
○
六
年
二
月
）
三

二
頁
。

法
政
史
学
第
七
十
一
号

（
Ⅳ
）
原
資
料
は
、
現
在
ド
イ
ツ
の
ポ
フ
ム
大
学
東
亜
学
研
究
所
図
書
室

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
請
求
番
号
余
三
門
ご
曰
‐
］
‐
因
‐
二
戸
ど
こ
‐

畳
①
［
ｚ
侭
日
の
目
①
］
の
巨
白
、
目
Ｃ
園
目
岡
部
〔
長
常
〕
駿
河
守
］

（
し
Ｄ
Ｂ
の
】
の
ず
○
一
ｓ
目
四
円
目
・
ロ
①
の
】
①
己
○
一
ｓ
目
四
‐
の
四
日
日
｝
巨
ｐ
ｍ
Ｑ
①
【
宛
巨
冑
‐

ご
曰
く
の
［
巴
威
（
因
○
ｓ
巨
日
・
因
の
の
ｓ
【
］
①
ワ
の
ロ
『
①
国
の
ｓ
日
己
〔
》
ご
ｍ
や
．
○
（
８

国
四
月
四
の
８
弓
旨
三
】
①
の
ウ
＆
①
ご
）

（
旧
）
前
掲
書
註
、
七
一
一
’
七
一
二
頁
。

（
四
）
前
掲
書
註
Ⅱ
七
一
三
頁
。

（
別
）
前
掲
書
註
ｕ
三
四
二
頁
。

（
Ⅲ
）
因
］
国
・
国
の
．
］
Ｃ
・
言
の
）
吉
の
弓
の
］
（
巨
砲
へ
Ｄ
Ｂ
目
。
、
弓
①
Ｒ
Ｐ
ｇ
の
こ
｝
□
の
己

の
』
＆
①
日
】
四
日
目
の
｝
①
ワ
○
戸
＆
〔
□
①
８
日
す
①
【
・
臣
①
Ｐ
ｇ
一
一
・
の
已
日
Ｓ
＠

ヶ
一
目
①
の
勺
畳
①
【
』
・
囚
葺
９
①
ロ
・
〈
シ
ー
ポ
ル
ト
記
念
館
所
蔵
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
請
求
番
号
の
＆
医
〉
。

（
空
前
掲
書
註
２
六
四
頁
。

（
路
）
因
］
囚
・
司
四
①
．
ご
図
，
□
の
．
で
『
◎
の
ロ
①
再
巨
向
目
目
両
用
も
用
○
向
田
叩
瓢
・
ロ
日
。
【
‐

己
の
二
口
Ｃ
の
己
①
丙
〔
ロ
の
Ｈ
Ｃ
２
ｎ
冑
の
一
百
□
①
【
三
四
日
』
胃
・
巨
己
］
召
・
の
Ｓ
ユ
ヰ
ー

量
Ｓ
の
Ｐ
区
の
言
冨
己
の
Ｃ
冑
三
ｓ
の
吉
日
の
【
丙
目
、
の
Ｐ
因
一
の
一
ｍ
三
》
田
・
局
‐

日
昌
・
岳
の
目
〆
余
ｎ
日
」
・
因
｝
旨
・
〈
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
所
蔵
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
請
求
番
号
、
已
塞
〉
。

（
型
）
因
〕
■
・
甸
四
①
．
い
つ
・
己
の
》
勺
日
の
ロ
①
貢
）
『
○
口
の
日
の
す
○
｝
ロ
ケ
①
国
巨
の
、
①
、
の
ウ
の
Ｐ

三
＆
の
【
一
目
□
の
＆
の
□
Ｒ
昌
宍
の
風
］
尋
・
量
・
ロ
①
の
一
目
・
言
、
Ｅ
の
曰
の
］
の
①
Ｐ
三
一
・

の
己
国
Ｓ
の
ち
一
目
の
⑰
で
畳
①
Ｒ
Ｌ
・
因
一
胃
・
〈
シ
ー
ポ
ル
ト
記
念
館
所
蔵
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
請
求
番
号
の
ｓ
君
〉
。

（
妬
）
シ
ー
ポ
ル
ト
の
自
筆
「
日
記
」
に
つ
い
て
は
、
「
独
文
日
記
」
は

八
四
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二
○
○
五
年
（
平
成
一
七
）
に
八
坂
書
房
か
ら
「
シ
ー
ポ
ル
ト
日

記
」
ｌ
再
来
日
の
幕
末
見
聞
記
Ｉ
（
石
山
禎
一
・
牧
幸
一
訳
）
と
し

て
州
版
。
「
蘭
文
日
記
』
は
、
長
尾
正
憲
箸
「
福
沢
屋
諭
吉
の
研
究
」

（
第
三
章
シ
ー
ポ
ル
ト
文
久
元
年
の
Ⅱ
記
に
つ
い
て
〈
史
料
〉

「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
一
八
六
一
年
の
Ⅱ
記
」
思
文
闇
出
版
一
九
八
八

年
（
昭
和
六
一
一
一
）
が
あ
る
。
た
だ
し
、
「
剛
独
混
合
文
Ⅱ
記
」
は
未

解
読
で
あ
る
。

（
船
）
板
沢
武
雄
署
「
Ⅱ
剛
文
化
交
渉
史
の
研
究
」
〈
古
川
仏
文
館
昭

和
三
六
年
五
○
四
’
五
一
円
頁
）
。

（
〃
）
前
掲
書
註
ｕ
二
八
’
二
九
頁
。

（
邪
）
・
呂
二
の
》
向
日
ロ
註
已
、
の
ウ
①
の
庁
豈
、
目
ぬ
ぐ
目
閂
己
の
Ｈ
日
目
Ｒ
自
国
目
呂
冒

＆
（
・
ロ
①
の
百
四
「
日
呂
（
届
巴
苣
。
］
一
・
の
ご
国
＆
①
。
］
因
｝
呉
庁
・
〈
シ
ー
ポ
ル
ト

記
念
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
請
求
番
号
＠
ｓ
含
〉
。

（
別
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂
「
大
日
本
古
文
鍔
」
幕
末
外
川
関
係

文
書
之
一
一
一
六
東
京
大
学
蔵
版
昭
和
六
一
年
山
川
復
刻
再
刊
：

「
八
三
二
Ⅱ
長
崎
奉
行
上
申
書
老
中
へ
シ
ー
ポ
ル
ト
貨
幣
引

換
方
に
つ
き
書
面
差
出
の
件
シ
１
ボ
ル
ト
よ
り
本
国
江
送
候
書
面

和
解
Ｒ
本
貨
幣
一
件
開
章
（
刀
延
元
年
申
三
川
オ
ラ
ン
ダ
通

詞
荒
木
熊
八
和
解
千
八
百
五
拾
九
年
十
一
Ⅱ
廿
七
日
未
’
一
月
四

日
シ
ー
ポ
ル
認
之
「
水
野
忠
徳
雑
録
」
収
載
）
。
な
お
、
オ
ラ
ン

ダ
通
詞
荒
木
熊
八
の
原
文
翻
訳
「
シ
ー
ボ
ル
ト
よ
り
本
国
へ
送
る
書

面
和
解
：
日
本
貨
幣
一
件
開
章
」
の
原
史
料
は
、
九
州
大
学
・
九
州

文
化
史
研
究
施
設
、
松
木
文
庫
五
二
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
別
）
武
藤
長
蔵
著
『
対
外
交
通
史
論
」
（
東
洋
経
済
新
報
社
昭
和
一

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
が
創
設
し
た
出
島
オ
ラ
ン
ダ
印
刷
所
（
石
山
）

八
年
一
一
五
三
頁
）
。

（
Ⅲ
）
前
掲
書
註
刈
二
五
一
’
二
八
四
頁
。

（
聖
「
ポ
ン
ペ
日
本
滞
在
見
聞
記
」
ｌ
日
本
に
お
け
る
五
年
間
ｌ
沼

田
次
郎
、
荒
漸
進
共
訳
新
異
国
叢
書
第
１
輯
第
、
巻
雄
松

堂
書
店
一
九
六
八
年
二
七
八
’
二
七
九
頁
）
。

（
翌
前
掲
書
註
Ⅱ
七
一
八
’
七
一
九
血
。

（
弧
）
前
掲
書
註
２
七
一
頁
。

（
翌
．
（
別
）
前
掲
書
註
１
原
文
八
川
風
、
訳
文
九
五
頁
。

（
町
）
前
掲
書
註
１
厘
文
八
一
一
一
頁
、
訳
文
九
五
’
九
七
頁
。

（
銘
）
因
］
国
・
甸
四
①
．
］
〕
・
言
の
》
少
巨
の
閂
ワ
①
】
日
侵
へ
Ｃ
巳
（
〔
目
ぬ
ぐ
○
口
の
』
己
の
【
‐

日
四
員
目
の
】
の
ケ
Ｃ
ｌ
９
》
＆
（
・
ロ
①
Ｑ
白
四
』
・
ｚ
Ｃ
ぐ
・
扇
Ｂ
》
す
。
］
一
・
の
已
国
＆
①
》

ワ
一
目
の
の
勺
員
①
【
・
］
・
因
］
曽
呂
目
・
〈
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
請
求
番
号
、
Ｓ
ｍ
、
〉
。

（
羽
）
踵
尾
Ⅸ
憩
著
「
禍
沢
屋
諭
吉
の
研
究
」
（
忠
文
閣
出
版
一
九
八

八
年
四
九
九
頁
）
。

以
止

八
五
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